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大容量要約 AI の可能性  
～情報過多社会を航海する新時代のコンパス～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員 柏村 祐 

 

1.AIによる要約の進化 

要約 AI は、大量のテキストを短く整理し、主要なポイントを明確に示すことができ

る AI である。これにより、情報収集の際の時間を大幅に節約できるが、従来の要約 AI

は使い勝手に難があった。近年、その課題を解決すべく「大容量要約 AI」が開発され

ている。 

大容量要約 AI は、膨大なテキストデータを一度に処理し、要約を生成するという革

新的な技術を有している。これにより、大規模な報告書や学術論文などを効率よく要

約することが可能となった。この技術は、先進的な自然言語処理（NLP）技術と深層学

習アルゴリズムを駆使して、文書の要点を的確に把握し、簡潔でわかりやすい要約を

生成するものである。情報過多の現代社会において、この技術は重要な情報を速やか

に理解し、意思決定をサポートするために非常に貴重である。大容量要約 AI の性能を

最大限に活かすには、高性能な計算能力と豊富な学習データが必要不可欠である。 

本稿では、この新しい要約 AI の特徴や機能について検証し、その将来的な可能性を

考察する。 

 

2.大容量要約AIの実力 

大容量要約 AI は、大量の報告書や白書などの文書の要約に特に効果を発揮する。こ

の技術を使えば、情報を効率的に圧縮し、要点を抽出することができ、全体を読み込

む時間と労力を節約できる。 

従来の要約 AI は、大容量のデータを一度に読み込むことができず、情報を分割して

何度も読み込む手間が発生していた。そのため効率が悪く、ユーザーにとっても作業

が負担となっていた。しかし、最近の要約 AI は、大量のデータを迅速に処理し、高品

質な要約を提供するよう進化している。高度な要約技術は、情報処理の効率化はもち

ろん、新しい知識の発見にも繋がると期待されている。 

ここからは大容量要約 AI の具体的な活用方法について考察する。その事例として、

政府の「経済財政運営と改革の基本方針 2023（骨太の方針 2023）」と「同 2022（骨

太の方針 2022）」、そして 15 万文字にも及ぶ「ロミオとジュリエット」の 3 つを取

り上げる。これらを取り上げる理由は、大容量要約 AI の応用範囲が政策文書から文学

作品まで適用範囲が広く、様々な種類の文章を素早くかつ的確に要約する能力がある

ことを具体的に示すためである。 
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まず、骨太の方針 2023 を大容量要約 AI に読み込ませ、「解説をお願いします」と

指示したところ、AI は 45 ページにわたる 7 万文字相当の内容を 5 つの要点に要約し

た（図表 1）。 

 

図表 1  大容量要約 AI による骨太の方針 2023 の要約結果 

 

資料：Claude より筆者作成 

 

また、抽出された 5 つのポイントの中で「少子化対策を政府一丸となって抜本強化

する」について詳しく説明を求めたところ、大容量要約 AI は、少子化対策に関する記

述に基づいてわかりやすい要約内容を提供した（図表 2）。 
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図表 2  大容量要約 AI による少子化対策の詳細説明 

 

資料：Claude より筆者作成 

 

次に、骨太の方針 2022 を読み込ませたところ、36 ページ 5 万文字相当から構成さ

れる内容を 6 つのポイントに要約した（図表 3）。 

 

図表 3  大容量要約 AI による骨太の方針 2022 の要約結果 

 
資料：Claude より筆者作成 
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抽出された 6 つのポイントのうち、「国内外の環境変化に対応し、新しい資本主義

の実現に向けた改革の概要」について詳しく説明を求めたところ、大容量要約 AI は、

新しい資本主義の実現に向けた改革について 5 つの要点に集約し要約した文章を生成

した（図表 4）。 

大容量要約 AI による骨太の方針の要約は、2023 年版と 2022 年版の重要な内容を明

確化している。2023 年の方針では、新しい資本主義の実現に向けた意志が示され、賃

金の上昇、人材への投資、そして官民の投資拡大を推進する方向を打ち出している。

一方、2022 年の方針は、新たな資本主義への移行を目指し、人材育成、科学技術、イ

ノベーション、そしてスタートアップ支援に焦点を当てている。この大容量要約 AI に

よる要約により、日本政府が直面する課題と、それに応じた政策の指針を瞬時に把握

することができる。大容量要約 AI の迅速な情報処理と的確な要約情報の提示は、国民

や政策立案者にとってとても有益だ。 

 

図表 4  大容量要約 AI による環境変化対応の改革の詳細説明 

 

資料：Claude より筆者作成 

 

さらに、『ロミオとジュリエット』を読み込ませ、「ストーリーを説明してくださ

い」と要求したところ、15 万文字という大量の文字を解析し、この物語を 600 文字程

度に要約した（図表 5）。 

この要約は、互いに敵対する 2 つの大家族間の深い確執、運命的な出会いを果たし

た主人公たちの熱愛、そして避けられない悲劇的な終焉を見事に凝縮している。しか

しながら、この要約には、原作の情緒あふれる表現や細やかな描写が省略されており、

その結果として作品特有の感情豊かな雰囲気が希薄になっている。また、劇の中での

印象的な台詞や象徴的なシーンの設定も、この要約には盛り込まれていない。 
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図表 5  大容量要約 AI による「ロミオとジュリエット」の要約結果 

 

資料：Claude より筆者作成 

 

以上のように、情報過多の現代社会で、さまざまなジャンルや規模のテキストを迅

速に処理するサポートとして、大容量要約 AI の高度な理解能力は有用であろう。さら

に、理解能力に加えて、様々な文脈における情報の優先順位付け、文脈の把握、要約

の際の重要な情報の選択など、AI が示す高度な処理能力は、単にテキストを短縮する

以上の価値を提供している。 

 

3.大容量要約AIの可能性 

大容量要約 AI は、情報があふれる現代社会において、テキストデータを迅速に要約

し、情報の選別や抽出を効率的に行う技術として注目を集めている。現在、市場には

様々な要約 AI が存在しており、その中から最適なものを見つけるのは容易ではない。

要約 AI を選ぶ際には、要約の品質や正確性に加え、大量のテキストをどれだけ速く要

約できるか、そしてユーザーのニーズに応じて設定や出力を調整できるかといった点

を検討する必要がある。 

大容量要約 AI を活用する場面としては、学術研究、ビジネスプレゼンテーションな

ど多方面に考えられる。学術研究の分野では、論文や報告書の要点を迅速に把握し、

研究の効率を向上させることができる。ビジネスの現場では、市場調査や競合分析の

データを要約し、プレゼンテーション資料の作成をスムーズに進めることができる。    

大容量要約 AI は、その性能が向上するにつれて、利用範囲も広がってきている。医

療、法律、教育といった専門的な知識が必要な分野でも、専門用語を理解し適切に要

約する能力を有しつつある。今後は、より高度な自然言語処理能力を備え、文脈を理
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解して質の高い要約を提供する方向へと進化していくだろう。 

以上のように、大容量要約 AI は、情報管理の革命を引き起こす可能性を秘めてい

る。この技術は、情報が溢れる時代を巧みに航海するためのコンパスとして活用され

ていくだろう。 


